
令和６年３月末現在 事業進捗率 92%

R5年度

右岸護岸工 L＝36.7m、A=315.7m2

令和５年度は、滑川橋上流側において、右岸の護岸工、左岸の高水護岸
工（築堤工）の工事を実施しました。

令和６年度は、引き続き滑川橋上流側において、右岸の護岸工、左岸の
高水護岸工（築堤工）の工事を実施します。

至郡山市

至 須賀川

至 郡山 R5年度

左岸高水護岸工（築堤工）L=155.8m

な め か わ

【令和5年12月撮影】 【令和5年12月撮影】

【左岸高水護岸工 施工状況】 【右岸護岸工 施工状況】



台風19号 令和元年10月撮影

滑川は須賀川市の市街地北部を貫流し阿武隈川へ流下する河川です。
須賀川市滑川地内の河川未改修区間について、沿川の人家等の浸水被害

を解消し、人々の安全で安心な生活を守ることを目的に、河川整備を進め
ています。

一級河川 滑川 須賀川市滑川地内

須賀川市滑川地内については、
阿武隈川合流付近の最下流部であ
り、人家連担地区でありながら河
川の断面が狭小であるため、大雨
のたびに越水し浸水被害が発生し
ています。
本事業により河川の断面積を広

げ、浸水被害を解消します。

事業の必要性と効果

全体計画延長 L=1,700m
(うち重点整備区間 L=500m)
・護岸工 A=800m
・排水樋管工 N=4基
・橋梁工 N=3橋

平成5年度より事業着手

事業概要

令和5年度の事業内容

・右岸護岸工 L＝36.7m
A=315.7m2

・左岸高水護岸工（築堤工）
L＝155.8m

【 位置図 】

【河川状況(令和元年台風19号時) 】

【 標準横断図 】

滑川 全体計画 L=1,700m

重点整備区間 L=500m
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